
平成２４年度　　財務諸表に対する注記

　   （単位：円）

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

【基本財産】

　　定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000

小   計 5,000,000 0 0 5,000,000

【特定資産】

　　周年行事引当資産 1,500,000 0 0 1,500,000

　　減価償却引当資産 559,308 42,074 118,049 483,333

　　財政調整積立資産 410,099 0 410,099 0

小   計 2,469,407 42,074 528,148 1,983,333

合   計 7,469,407 42,074 528,148 6,983,333

　（単位：円）

 （うち負債に対応

  する額）

基本財産

   定期預金 5,000,000 5,000,000

小　　計 5,000,000 0 5,000,000 0

特定資産

　 周年行事引当資産 1,500,000 1,500,000

 　減価償却引当資産 483,333 483,333

小　　計 1,983,333 0 1,983,333 0

合　　計 6,983,333 0 6,983,333 0

　   （単位：円）

科   目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

　構 　　築　　物 3,151,050 1,869,522 1,281,528

　什　器　備　品 375,300 357,333 17,967

合   計 3,526,350 2,226,855 1,299,495

　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

１．重要な会計方針

　（１）固定資産の減価償却について

　　　 　定額法で減価償却を実施している。

　（２）消費税等の会計処理方法

４. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

 （うち一般正味財
産からの充当額)

当期末残高科    目
 （うち指定正味財
産からの充当額)

　  　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　　　 　消費税込金額で表示している。

２. 会計方針の変更

　　　当期より、一般法人及び一般財団法人に関する法律並びに公益社団法人及び公益財団法人の認定

　　等に関する法律に関連する規定に基づく会計基準に変更した。

　　　基準の変更による当期の影響額は、管理費から事業費へ振替した5,065,570円である。

３．基本財産及び特定資産の増加額及びその残高

　  基本財産及び特定資産の増加額及びその残高は、次のとおりである。

５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高


